
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の挿入部に着脱自在に被覆される外套シース内に挿通配置されて、先端が上記外套
シースの先端部分に開口し、基端が上記外套シースの基端から延出する可撓性のチャンネ
ルチューブの上記基端部分を閉塞するための汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞
具であって、
上記チャンネルチューブの基端部分の外周に沿う略半円形の断面形状の受け溝が形成され
た雌型と、上記チャンネルチューブの全ての内部空間が閉じる状態に上記チャンネルチュ
ーブの基端部分を上記雌型の受け溝に向かって押し潰す突起が形成された雄型とが設けら
れ、上記雌型と上記雄型との間に上記チャンネルチューブの基端部分を挟み込んで加熱す
ることにより、上記チャンネルチューブの基端部分が、外径が大きくなることなく内部空
間が全て溶着された状態に成形されるようにしたことを特徴とする汚染防止型内視鏡のチ
ャンネルチューブ閉塞具。
【請求項２】
上記雌型と上記雄型との間に挟まれた状態の上記チャンネルチューブを、上記溶着が行わ
れた部位で切断するように刃物を通過させるための刃物通過溝が、上記雌型と上記雄型と
にまたがって形成されている請求項１記載の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞
具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡の挿入部に着脱自在に取り付けられる汚染防止用の外套シースを挿入
部から取り外す際に、外套シースに取り付けられているチャンネルチューブの基端部分を
閉塞するための汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
体内に挿入される内視鏡の挿入部が体内の汚液により汚染されないようにするためには、
内視鏡の挿入部を外套シースで被覆するだけでなく、流体や処置具を通すために体内に通
じるチャンネルチューブを外套シース側に設ける必要がある。
【０００３】
そのようなチャンネルチューブは、内視鏡の挿入部に着脱自在に被覆される外套シース内
に挿通配置されて、先端が外套シースの先端部分に開口し、基端が外套シースの基端から
延出するように配置され、挿入部に設けられているチャンネル案内路に通された状態で使
用される（特開平１－２４４７３２号）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述のような外套シースが取り付けられた内視鏡は、一回の使用毎に外套シースが着脱交
換され、外套シースに付着した汚液が他の物に移らないように取り扱われる。
【０００５】
しかし、外套シースが挿入部から取り外される際には、それと同時にチャンネルチューブ
がチャンネル案内路から抜去されるので、その際にチャンネルチューブ内に付着している
汚液が飛び出して、内視鏡の操作部や挿入部など周囲の物を汚染するおそれがある。
【０００６】
したがって、外套シースを取り外す際には、チャンネルチューブを基端部分で閉塞してお
く必要があるが、栓を差し込んだり偏平に押し潰して溶着するような方法では、その部分
でチャンネルチューブの外径が大きくなってチャンネル案内路からチャンネルチューブを
抜去することができなくなってしまう。
【０００７】
そこで本発明は、外套シースに取り付けられているチャンネルチューブを、基端部分にお
いて外径が大きくならないように確実に閉塞して、内視鏡のチャンネル案内路から清潔な
状態で抜去することができる汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具を提供するこ
とを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具は、
内視鏡の挿入部に着脱自在に被覆される外套シース内に挿通配置されて、先端が外套シー
スの先端部分に開口し、基端が外套シースの基端から延出する可撓性のチャンネルチュー
ブの基端部分を閉塞するための汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具であって、
チャンネルチューブの基端部分の外周に沿う略半円形の断面形状の受け溝が形成された雌
型と、チャンネルチューブの全ての内部空間が閉じる状態にチャンネルチューブの基端部
分を雌型の受け溝に向かって押し潰す突起が形成された雄型とが設けられ、雌型と雄型と
の間にチャンネルチューブの基端部分を挟み込んで加熱することにより、チャンネルチュ
ーブの基端部分が、外径が大きくなることなく内部空間が全て溶着された状態に成形され
るようにしたものである。
【０００９】
なお、雌型と雄型との間に挟まれた状態のチャンネルチューブを、溶着が行われた部位で
切断するように刃物を通過させるための刃物通過溝が雌型と雄型とにまたがって形成され
ていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
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図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図６は、汚染防止型内視鏡の一例を示しており、可撓管状の内視鏡の挿入部１１内には、
軸線方向に全長にわたってチャンネル案内路１２が配置されている。
【００１１】
チャンネル案内路１２の両端は挿入部１１の両端部において開口しており、その基端側に
着脱自在に取り付けられた基端アダプタ１３には、処置具挿入口金１４、送気送水チュー
ブ１５及び吸引チューブ１６等が接続されるようになっている。
【００１２】
挿入部１１に着脱自在に被覆される外套シース２０は例えば薄いシリコンゴム等によって
筒状に形成されていて、その先端部分は透明な先端キャップ２１によって塞がれている。
【００１３】
外套シース２０内には、例えばポリエチレン樹脂又は三フッ化エチレン樹脂等のような熱
溶融性のある材料からなるチャンネルチューブ２２が全長にわたって軸線方向に挿通配置
されており、チャンネルチューブ２２の先端２２ａは先端キャップ２１において外部に開
口し、基端部分２２ｂは外套シース２０の基端から後方に延出している。
【００１４】
この実施例のチャンネルチューブ２２は、図７に断面形状が示されるように、送気路、送
水路及び吸引路（兼処置具挿通路）等の複数の管路が独立して形成されたいわゆるマルチ
ルーメンチューブである。
【００１５】
このように構成された汚染防止型内視鏡は、使用準備の際に、外套シース２０を挿入部１
１に被覆するのと同時にチャンネルチューブ２２をチャンネル案内路１２に通して、チャ
ンネルチューブ２２の基端部分を基端アダプタ１３に接続した状態で使用する。
【００１６】
そして、内視鏡検査が終了したら、挿入部１１から外套シース２０を取り外すのと同時に
チャンネルチューブ２２を挿入部１１から抜去するので、チャンネルチューブ２２の基端
部分２２ｂを露出配置部Ａにおいて閉塞、切断する。
【００１７】
図１は、そのようなチャンネルチューブ２２の基端部分２２ｂの閉塞、切断に用いられる
チャンネルチューブ閉塞具を示しており、熱伝導性のよい例えば鉄又はステンレス鋼等の
金属からなる雌型１と雄型３とによって構成されている。
【００１８】
そして、図２にも示されるように、雌型１には、チャンネルチューブ２２の基端部分２２
ｂの外周にほぼピッタリに沿う大きさの略半円形の断面形状の受け溝２が形成され、雄型
３には、チャンネルチューブ２２の基端部分２２ｂを雌型１の受け溝２に向かって押し潰
す突起４が形成されている。
【００１９】
この雄型３の突起４は、図３に示されるように、突端が滑らかな半円状に形成されていて
、チャンネルチューブ２２を受け溝２に押し付けて潰したときにチャンネルチューブ２２
の全ての内部空間が閉じられた状態になる形状寸法に形成されている。
【００２０】
したがって、チャンネルチューブ２２がチャンネル案内路１２から抜去される前に、チャ
ンネルチューブ２２を溶融する程度の温度に加熱された状態の雌型１と雄型３との間にチ
ャンネルチューブ２２の基端部分２２ｂを挟み込むことにより、チャンネルチューブ２２
の基端部分２２ｂが、図３に示される状態で加熱、溶融されて、外径が大きくなることな
く内部空間が全て溶着されて閉塞された状態に成形される。
【００２１】
また、図１に示されるように、雌型１と雄型３には、両型１，３の間に挟み込まれた状態
のチャンネルチューブ２２を溶着部で切断するように刃物を通過させるための刃物通過溝
５が両型１，３にまたがって形成されている。
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【００２２】
したがって、チャンネルチューブ２２の基端部分２２ｂが溶着、閉塞された後、図３に示
されるように、刃物通過溝５内にカミソリ刃９等を通してチャンネルチューブ２２を溶着
部で切断することにより、チャンネルチューブ２２を、内部の汚液が漏れ出さない状態で
チャンネル案内路１２から抜去することができる。
【００２３】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図４及び図５に示されるよ
うに、チャンネルチューブ２２が単純なシングルルーメン（単孔）のチューブであっても
差し支えなく、また、基端部分２２ｂを切断することなくチャンネルチューブ２２をチャ
ンネル案内路１２から抜去するようにしてもよい。
【００２４】
【発明の効果】
本発明によれば、チャンネルチューブの基端部分の外周に沿う略半円形の断面形状の受け
溝が形成された雌型と、チャンネルチューブの全ての内部空間が閉じる状態にチャンネル
チューブの基端部分を雌型の受け溝に向かって押し潰す突起が形成された雄型との間にチ
ャンネルチューブの基端部分を挟み込んで加熱することにより、チャンネルチューブの基
端部分を、外径が大きくなることなく内部空間が全て溶着された状態に成形することがで
きるので、外套シースに取り付けられているチャンネルチューブを、基端部分において外
径が大きくならないように確実に閉塞して、内視鏡のチャンネル案内路から清潔な状態で
抜去することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具の斜視図である
。
【図２】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具にマルチルーメ
ンのチャンネルチューブがセットされた状態の断面図である。
【図３】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具によりマルチル
ーメンのチャンネルチューブが押し潰された状態の断面図である。
【図４】本発明の他の実施例の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具にシングル
ルーメンのチャンネルチューブがセットされた状態の断面図である。
【図５】本発明の他の実施例の汚染防止型内視鏡のチャンネルチューブ閉塞具によりシン
グルルーメンのチャンネルチューブが押し潰された状態の断面図である。
【図６】本発明の実施例の汚染防止型内視鏡の挿入部の斜視図である。
【図７】本発明の実施例のマルチルーメンのチャンネルチューブの断面図である。
【符号の説明】
１　雌型
２　受け溝
３　雄型
４　突起
５　刃物通過溝
１１　挿入部
１２　チャンネル案内路
２０　外套シース
２２　チャンネルチューブ
２２ｂ　基端部分
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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